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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて送信器が干渉を制御する方法であって、
　前記方法は、
　前記送信器が、基本コードブックから選択された基本コードブックサブセットを示す基
本コードブックサブセット指示子を伝送することと、
　前記送信器が、受信器が前記基本コードブックまたは前記基本コードブックサブセット
のいずれを使用するかを示す指示子情報を前記受信器に伝送することと、
　前記送信器が、前記受信器によって選択されたプリコーディング行列の識別情報を前記
受信器から受信することと
　を含み、
　前記受信器が前記基本コードブックを使用することを前記指示子情報が示す場合に、前
記受信器によって選択されたプリコーディング行列は、前記基本コードブック内にあり、
前記受信器が前記基本コードブックサブセットを使用することを前記指示子情報が示す場
合に、前記受信器によって選択されたプリコーディング行列は、前記基本コードブックサ
ブセット内にある、方法。
【請求項２】
　前記基本コードブックサブセット指示子はブロードキャストされ、前記指示子情報は前
記受信器にユニキャストされる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記基本コードブックサブセットが選択される前記基本コードブックは、ランク１につ
いて定義されたコードブックである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記送信器が、前記識別情報に基づいて、前記受信器に伝送されるデータをプリコーデ
ィングすることをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記送信器が、１つ以上の受信器が隣接セルの送信器を使用することを望むかまたは使
用しないことを望む１つ以上のプリコーディング行列を示すプリコーディング行列情報を
前記１つ以上の受信器から受信することをさらに含み、
　前記基本コードブックサブセット指示子を伝送することは、前記プリコーディング行列
情報に基づいて、前記基本コードブックサブセット指示子を伝送する、請求項１～４のい
ずれかに記載の方法。
【請求項６】
　複数のアンテナを有する無線通信システムにおいて受信器が干渉を制御する方法であっ
て、
　前記方法は、
　前記受信器が、基本コードブックから選択された基本コードブックサブセットを示す基
本コードブックサブセット指示子を受信することと、
　前記受信器が、前記受信器が前記基本コードブックまたは前記基本コードブックサブセ
ットのいずれを使用するかを示す指示子情報を受信することと、
　前記受信器が、前記基本コードブックまたは前記基本コードブックサブセットから選択
されたプリコーディング行列の識別情報を伝送することと
　を含み、
　前記受信器が前記基本コードブックを使用することを前記指示子情報が示す場合に、前
記プリコーディング行列は、前記基本コードブックから選択され、前記受信器が前記基本
コードブックサブセットを使用することを前記指示子情報が示す場合に、前記プリコーデ
ィング行列は、前記基本コードブックサブセットから選択される、方法。
【請求項７】
　前記基本コードブックサブセット指示子は送信器によってブロードキャストされ、前記
指示子情報は前記送信器によって前記受信器にユニキャストされる、請求項６に記載の方
法。
【請求項８】
　前記基本コードブックサブセットが選択される前記基本コードブックは、ランク１につ
いて定義されたコードブックである、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記受信器が、前記受信器がマルチユーザー閉ループＭＩＭＯについて定義されたコー
ドブックを用いて前記識別情報を伝送することを示すマルチユーザー基本コードブックタ
イプ情報を受信することをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記受信器が、前記受信器が単一ユーザー閉ループＭＩＭＯについて定義されたコード
ブックを用いて前記識別情報を伝送することを示す単一ユーザー基本コードブックタイプ
情報を受信することをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記受信器が、前記受信器が隣接セルの送信器を使用することを望むかまたは使用しな
いことを望む１つ以上のプリコーディング行列を示すプリコーディング行列情報を伝送す
ることをさらに含む、請求項６～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　無線通信システムにおいて干渉を制御する送信器であって、
　前記送信器は、少なくとも１つのアンテナと、プロセッサとを備え、
　前記プロセッサは、
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　前記少なくとも１つのアンテナを制御して、基本コードブックから選択された基本コー
ドブックサブセットを示す基本コードブックサブセット指示子を伝送することと、
　前記少なくとも１つのアンテナを制御して、受信器が前記基本コードブックまたは前記
基本コードブックサブセットのいずれを使用するかを示す指示子情報を前記受信器に伝送
することと、
　前記少なくとも１つのアンテナを制御して、前記受信器によって選択されたプリコーデ
ィング行列の識別情報を前記受信器から受信することと
　を実行するように構成され、
　前記受信器が前記基本コードブックを使用することを前記指示子情報が示す場合に、前
記受信器によって選択されたプリコーディング行列は、前記基本コードブック内にあり、
前記受信器が前記基本コードブックサブセットを使用することを前記指示子情報が示す場
合に、前記受信器によって選択されたプリコーディング行列は、前記基本コードブックサ
ブセット内にある、送信器。
【請求項１３】
　前記基本コードブックサブセット指示子はブロードキャストされ、前記指示子情報は前
記受信器にユニキャストされる、請求項１２に記載の送信器。
【請求項１４】
　前記基本コードブックサブセットが選択される前記基本コードブックは、ランク１につ
いて定義されたコードブックである、請求項１２に記載の送信器。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのアンテナは、さらに、１つ以上の受信器が隣接セルの送信器を使
用することを望むかまたは使用しないことを望む１つ以上のプリコーディング行列を示す
プリコーディング行列情報を前記１つ以上の受信器から受信し、
　前記プロセッサは、前記少なくとも１つのアンテナを制御して、前記プリコーディング
行列情報に基づいて、前記基本コードブックサブセット指示子を伝送するように構成され
る、請求項１２～１４のいずれかに記載の送信器。
【請求項１６】
　無線通信システムにおいて干渉を制御する受信器であって、
　前記受信器は、少なくとも１つのアンテナと、プロセッサとを備え、
　前記プロセッサは、
　前記少なくとも１つのアンテナを制御して、基本コードブックから選択された基本コー
ドブックサブセットを示す基本コードブックサブセット指示子を受信することと、
　前記少なくとも１つのアンテナを制御して、前記受信器が前記基本コードブックまたは
前記基本コードブックサブセットのいずれを使用するかを示す指示子情報を受信すること
と、
　前記基本コードブックまたは前記基本コードブックサブセットから選択されたプリコー
ディング行列の識別情報を伝送することと
　を実行するように構成され、
　前記プロセッサは、前記受信器が前記基本コードブックを使用することを前記指示子情
報が示す場合に、前記プリコーディング行列を前記基本コードブックから選択し、前記受
信器が前記基本コードブックサブセットを使用することを前記指示子情報が示す場合に、
前記プリコーディング行列を前記基本コードブックサブセットから選択するように構成さ
れる、受信器。
【請求項１７】
　前記基本コードブックサブセット指示子は前記送信器によってブロードキャストされ、
前記指示子情報は前記送信器によって前記受信器にユニキャストされる、請求項１６に記
載の受信器。
【請求項１８】
　前記基本コードブックサブセットが選択される前記基本コードブックは、ランク１につ
いて定義されたコードブックである、請求項１６に記載の受信器。
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【請求項１９】
　前記プロセッサは、前記少なくとも１つのアンテナを制御して、前記受信器が隣接セル
の送信器を使用することを望むかまたは使用しないことを望む１つ以上のプリコーディン
グ行列を示すプリコーディング行列情報をさらに伝送するように構成される、請求項１６
～１８のいずれかに記載の受信器。
【請求項２０】
　受信器のコンピュータを実行して、前記受信器に、
　基本コードブックから選択された基本コードブックサブセットを示す基本コードブック
サブセット指示子を受信することと、
　前記受信器が前記基本コードブックまたは前記基本コードブックサブセットのいずれを
使用するかを示す指示子情報を受信することと、
　前記基本コードブックまたは前記基本コードブックサブセットから選択されたプリコー
ディング行列の識別情報を伝送することと
　を実行させるようにプログラムされたプログラムであって、
　前記受信器が前記基本コードブックを使用することを前記指示子情報が示す場合に、前
記プリコーディング行列は、前記基本コードブックから選択され、前記受信器が前記基本
コードブックサブセットを使用することを前記指示子情報が示す場合に、前記プリコーデ
ィング行列は、前記基本コードブックサブセットから選択される、プログラム。
【請求項２１】
　前記基本コードブックサブセットが選択される前記基本コードブックは、ランク１につ
いて定義されたコードブックである、請求項２０に記載のプログラム。
【請求項２２】
　前記プログラムは、前記受信器のコンピュータを実行して、
　前記受信器がマルチユーザー閉ループＭＩＭＯについて定義されたコードブックを用い
て前記識別情報を伝送することを示すマルチユーザー基本コードブックタイプ情報を受信
することをさらに実行するようにプログラムされる、請求項２０に記載のプログラム。
【請求項２３】
　前記プログラムは、前記受信器のコンピュータを実行して、
　前記受信器が単一ユーザー閉ループＭＩＭＯについて定義されたコードブックを用いて
前記識別情報を伝送することを示す単一ユーザー基本コードブックタイプ情報を受信する
ことをさらに実行するようにプログラムされる、請求項２０に記載のプログラム。
【請求項２４】
　前記プログラムは、前記受信器のコンピュータを実行して、
　前記受信器が隣接セルの送信器を使用することを望むかまたは使用しないことを望む１
つ以上のプリコーディング行列を示すプリコーディング行列情報を伝送することをさらに
実行するようにプログラムされる、請求項２０～２３のいずれかに記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関するもので、より詳細には、無線通信システムにおけ
る干渉制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　多重アンテナ（Ｍｕｌｔｉ―Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ―Ｏｕｔｐｕｔ、ＭＩＭＯ）技術
は、一つの送信アンテナと一つの受信アンテナを使用していたことから脱皮し、多重送信
アンテナと多重受信アンテナを使用してデータの送受信効率を向上させる技術である。
【０００３】
　単一アンテナを使用すると、受信端がデータを単一アンテナ経路を通して受信するが、
多重アンテナを使用すると、受信端は多くの経路を通してデータを受信する。したがって
、データ伝送速度と伝送量を向上させることができ、カバレッジを増大させることができ
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る。
【０００４】
　一般に、多重アンテナを使用する無線通信システムには、受信端からのフィードバック
情報を用いない開ループ（ｏｐｅｎ―ｌｏｏｐ）多重アンテナシステムと、受信端からの
フィードバック情報を用いる閉ループ（ｃｌｏｓｅｄ―ｌｏｏｐ）多重アンテナシステム
とがある。閉ループ多重アンテナシステムは、受信端がチャンネル状態に関するフィード
バック情報を送信端に伝送し、これを通して送信端がチャンネル状態を把握できるように
し、無線通信システムの性能を向上させる。
【０００５】
　送信端は、伝送するデータにプリコーディング行列（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉ
ｘ）を掛け算し、このデータを伝送する。したがって、送信端が多重アンテナを介して伝
送する送信信号（ｙ）は、数学式１のように示すことができる。
（数１）
ｙ＝Ｗｚ
　ここで、Ｗは、予め定められたコードブックの要素で、ｚは、ＭＩＭＯエンコーダから
出力された信号である。ｚは、空間周波数ブロックコーディング（ｓｐａｔｉａｌ　ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｄｉｎｇ、ＳＦＢＣ）又は空間時間ブロックコーディ
ング（ｓｐａｔｉａｌ　ｔｉｍｅ　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｄｉｎｇ、ＳＴＢＣ）でエンコーデ
ィングされるときは、数学式２に示す通りであり、ＭＩＭＯエンコーダが空間多重化を用
いたり、ランクとストリームが１である場合、ｚは数学式３に示す通りである。
【０００６】

【数２】

【０００７】
【数３】

　数学式２及び３において、行のインデックスはストリームインデックスで、列のインデ
ックスは、空間周波数ブロックコーディングの場合は副搬送波のインデックスで、空間時
間ブロックコーディングの場合は時間のインデックスである。
【０００８】
　閉ループ多重アンテナシステムでは、受信端が送信端と予め共有しているコードブック
からプリコーディング行列を選択し、選択されたプリコーディング行列のインデックスを
送信端にフィードバックすると、送信端は、フィードバックされたプリコーディング行列
を伝送するデータに掛け算し、このデータを伝送する。開ループ多重アンテナシステムで
は、受信端がプリコーディング行列をフィードバックせず、送信端が予め定められたコー
ドブックのプリコーディング行列を循環的に使用し、伝送するデータをプリコーディング
する。
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【０００９】
　しかし、プリコーディング又はビームフォーミング（ｂｅａｍ　ｆｏｒｍｉｎｇ）など
の技術を使用する場合、使用されるプリコーディング行列又はビームフォーマー（ｂｅａ
ｍ　ｆｏｒｍｅｒ）が隣接セルに干渉を与えるおそれがある。このような干渉により、受
信端の信号受信性能が減少するという問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　以上説明したように、従来技術によると、プリコーディングを行う場合、隣接セルのプ
リコーディング行列によって受信端が干渉を受け、受信端の信号受信性能が減少するとい
う問題がある。
【００１１】
　本発明の目的は、無線通信システムの性能を向上できる干渉制御方法を提供することに
ある。
【００１２】
　本発明の目的は、隣接セルからの干渉を減少できる干渉制御方法を提供することにある
。
【００１３】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、以上言及した技術的課題に制限されず、言及
していない他の技術的課題は、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識を有
する者に明確に理解されるだろう。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記課題を達成するために、本発明の一様相に係る多重アンテナを使用する無線通信シ
ステムの干渉制御方法において、送信端は、基本コードブックから選択された少なくとも
一つ以上のプリコーディング行列を含む基本コードブックサブセットを生成し、前記基本
コードブックサブセットに含まれるプリコーディング行列を示す基本コードブックサブセ
ット指示子を受信端に伝送する。
【００１５】
　このとき、前記送信端は、隣接セルの受信端又は送信端から使用制限を要請するプリコ
ーディング行列のプリコーディング行列インデックス情報又は使用するように要請するプ
リコーディング行列のプリコーディング行列インデックス情報を受信し、受信したプリコ
ーディング行列インデックス情報を考慮して前記基本コードブックサブセットを生成する
ことができる。
【００１６】
　また、前記送信端は、前記受信端に、前記受信端が前記基本コードブックを使用するか
、それとも前記基本コードブックサブセットを使用するかを知らせるコードブックコーデ
ィネーションイネーブルを伝送することができる。
【００１７】
　併せて、前記基本コードブックサブセット指示子はブロードキャストされ、前記コード
ブックコーディネーションイネーブルはユニキャストされる。
【００１８】
　前記課題を達成するために、本発明の他の様相に係る多重アンテナを使用する無線通信
システムの干渉制御方法において、送信端は、隣接セルの受信端から使用制限を要請する
プリコーディング行列のプリコーディング行列インデックス（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａ
ｔｒｉｘ　ｉｎｄｅｘ、ＰＭＩ）情報を受信し、前記プリコーディング行列インデックス
情報を考慮した上で、予め生成されている基本コードブックサブセットから使用するサブ
セットを選択し、前記基本コードブックサブセットのインデックスを受信端に伝送する。
【００１９】
　このとき、前記送信端は、前記基本コードブックサブセットに含まれた各プリコーディ
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ング行列を循環的に使用し、伝送するデータをプリコーディングすることができる。
【００２０】
　前記課題を達成するために、本発明の更に他の様相に係る多重アンテナを使用する無線
通信システムの干渉制御方法において、受信端は、基本コードブックから選択された少な
くとも一つ以上のプリコーディング行列を含む基本コードブックサブセットに含まれるプ
リコーディング行列を示す基本コードブックサブセット指示子を送信端から受信し、前記
受信端が基本コードブックを使用するか、それとも前記基本コードブックサブセットを使
用するかを知らせる指示情報を受信する。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の各実施例によると、次のような効果がある。
【００２２】
　第一に、効率的に基本コードブックサブセットを生成して使用することによって、無線
通信システムの性能を向上させることができる。
【００２３】
　第二に、隣接セルで使用制限を要請したプリコーディング行列を使用しないことによっ
て、隣接セルに及ぼす干渉を減少させることができる。
【００２４】
　第三に、予め基本コードブックサブセットを生成しておき、送信端が受信端に基本コー
ドブックサブセットのインデックスを伝送することによって、オーバーヘッドを減少させ
ることができる。
【００２５】
　本発明で得られる効果は、以上言及した各効果に制限されず、言及していない他の効果
は、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者に明確に理解される
だろう。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　多重アンテナを使用する無線通信システムの送信端における干渉制御方法において、
　基本コードブックから選択された少なくとも一つ以上のプリコーディング行列を含む基
本コードブックサブセットを生成し、
　上記基本コードブックサブセットに含まれるプリコーディング行列を示す基本コードブ
ックサブセット指示子を受信端に伝送し、
　上記基本コードブック又は上記基本コードブックサブセットを用いて伝送するデータを
プリコーディングすることを含む干渉制御方法。
（項目２）
　上記基本コードブックサブセットは、隣接セルから受信されたプリコーディング行列イ
ンデックス（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｅｘ、ＰＭＩ）情報を考慮して
生成されたことを特徴とする、項目１に記載の干渉制御方法。
（項目３）
　上記プリコーディング行列インデックス情報は、使用又は／及び使用制限を要請するプ
リコーディング行列のプリコーディング行列インデックス情報であることを特徴とする、
項目２に記載の干渉制御方法。
（項目４）
　上記基本コードブックサブセット指示子はブロードキャストされることを特徴とする、
項目１に記載の干渉制御方法。
（項目５）
　上記受信端が上記基本コードブックを使用するか、それとも上記基本コードブックサブ
セットを使用するかを知らせる指示情報を伝送することをさらに含む、項目１に記載の干
渉制御方法。
（項目６）
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　上記受信端から選択されたプリコーディング行列の識別情報を受信し、
　上記識別情報を用いて伝送するデータをプリコーディングして上記受信端に伝送するこ
とをさらに含み、
　上記指示情報が、上記受信端が上記基本コードブックサブセットを使用することを指示
する場合、上記の選択されたプリコーディング行列は上記基本コードブックサブセットか
ら選択されたことを特徴とする、項目５に記載の干渉制御方法。
（項目７）
　上記指示情報は上記受信端にユニキャストされることを特徴とする、項目５に記載の干
渉制御方法。
（項目８）
　上記無線通信システムが単一ユーザー閉ループ多重アンテナ（ｓｉｎｇｌｅ―ｕｓｅｒ
　ｃｌｏｓｅｄ　ｌｏｏｐ　ＭＩＭＯ）システムである場合、複数の単一ユーザー基本コ
ードブックサブセットのうちいずれのサブセットを使用するかを示す単一ユーザー基本コ
ードブックタイプを伝送することをさらに含む、項目５に記載の干渉制御方法。
（項目９）
　上記無線通信システムがマルチユーザー閉ループ多重アンテナ（ｍｕｌｔｉ―ｕｓｅｒ
　ｃｌｏｓｅｄ　ｌｏｏｐ　ＭＩＭＯ）システムである場合、複数のマルチユーザー基本
コードブックサブセットのうちいずれのサブセットを使用するかを示すマルチユーザー基
本コードブックタイプを伝送することをさらに含む、項目５に記載の干渉制御方法。
（項目１０）
　上記基本コードブックサブセットに含まれた各プリコーディング行列を循環的に使用し
、伝送するデータをプリコーディングすることをさらに含む、項目１に記載の干渉制御方
法。
（項目１１）
　多重アンテナを使用する無線通信システムの送信端における干渉制御方法において、
　隣接セルの受信端から使用制限を要請するプリコーディング行列のプリコーディング行
列インデックス（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｅｘ、ＰＭＩ）情報を受信
し、
　上記プリコーディング行列インデックス情報を考慮して、予め生成されている基本コー
ドブックサブセットから使用する基本コードブックサブセットを選択し、
　上記の選択された基本コードブックサブセットのインデックスを受信端に伝送すること
を含む干渉制御方法。
（項目１２）
　上記の選択された基本コードブックサブセットに含まれた各プリコーディング行列を循
環的に使用し、伝送するデータをプリコーディングすることをさらに含む、項目１１に記
載の干渉制御方法。
（項目１３）
　多重アンテナを使用する無線通信システムの受信端における干渉制御方法において、
　基本コードブックから選択された少なくとも一つ以上のプリコーディング行列を含む基
本コードブックサブセットに含まれるプリコーディング行列を示す基本コードブックサブ
セット指示子を送信端から受信し、
　上記受信端が基本コードブックを使用するか、それとも上記基本コードブックサブセッ
トを使用するかを知らせる指示情報を受信し、
　上記指示情報によって上記基本コードブック又は上記基本コードブックサブセットから
プリコーディング行列を選択し、
　上記の選択されたプリコーディング行列の識別情報を上記送信端に伝送することをさら
に含む干渉制御方法。
（項目１４）
　上記基本コードブックサブセット指示子はブロードキャストされたことを特徴とする、
項目１３に記載の干渉制御方法。
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（項目１５）
　上記指示情報は上記受信端にユニキャストされたことを特徴とする、項目１３に記載の
干渉制御方法。
（項目１６）
　上記無線通信システムが単一ユーザー閉ループ多重アンテナ（ｓｉｎｇｌｅ―ｕｓｅｒ
　ｃｌｏｓｅｄ　ｌｏｏｐ　ＭＩＭＯ）システムである場合、複数の単一ユーザー基本コ
ードブックサブセットのうちいずれのサブセットを使用するかを示す単一ユーザー基本コ
ードブックタイプを受信することをさらに含む、項目１３に記載の干渉制御方法。
（項目１７）
　上記無線通信システムがマルチユーザー閉ループ多重アンテナ（ｍｕｌｔｉ―ｕｓｅｒ
　ｃｌｏｓｅｄ　ｌｏｏｐ　ＭＩＭＯ）システムである場合、複数のマルチユーザー基本
コードブックサブセットのうちいずれのサブセットを使用するかを示すマルチユーザー基
本コードブックタイプを受信することをさらに含む、項目１３に記載の干渉制御方法。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施例が適用される送信端の構成図である。
【図２】多重セル環境でのセル間干渉を示す図である。
【図３】閉ループ多重アンテナシステムにおける本発明の実施例に係る干渉制御方法を示
したフローチャートである。
【図４】開ループ多重アンテナシステムにおける本発明の実施例に係る干渉制御方法を示
したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下では、添付の図面を参考にして、本発明の実施例について本発明の属する技術分野
で通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明は、
多様な異なる形態に具現することができ、ここで説明する実施例に限定されない。そして
、図面において、本発明を明確に説明するために説明と関係のない部分は省略しており、
明細書全体にわたって類似する部分については、類似する図面符号を付与した。
【００２８】
　明細書全体において、一つの部分が一つの構成要素を「含む」とするとき、これは、特
別に反対の記載がない限り、他の構成要素を除外するのではなく、他の構成要素をさらに
含むことができることを意味する。また、明細書に記載された「…部」、「…機」、「モ
ジュール」などの用語は、少なくとも一つの機能や動作を処理する単位を意味し、これは
、ハードウェアやソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアの結合で具現される。
【００２９】
　まず、本発明の実施例が適用される送信端について図１を参照して説明する。図１は、
本発明の実施例が適用される送信端の構成図である。
【００３０】
　図１に示すように、本発明の実施例が適用される送信端は、スケジューラ１１０、エン
コーダ１２０、資源マッピング部１３０、ＭＩＭＯエンコーダ１４０、プリコーダ１５０
、ＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボル生成部１６０及び逆高速フーリエ変換部（ｉｎｖｅｒｓｅ　
ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ、以下、「ＩＦＦＴ」という。）１７０
を含む。
【００３１】
　スケジューラ１１０は、ユーザーデータを資源に割り当てることに関連した様々な要素
を決定する。すなわち、スケジューラ１１０は、資源割り当てタイプ、ＭＩＭＯモード、
ランク、ＭＣＳ（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ　ｒａｔｅ）レベル、ブ
ースティング値（ｐｏｗｅｒ　ｂｏｏｓｔｉｎｇ　ｖａｌｕｅ）、及びＳＵ（ｓｉｎｇｌ
ｅ　ｕｓｅｒ）―ＭＩＭＯであるか、それともＭＵ（ｍｕｌｔｉ　ｕｓｅｒ）―ＭＩＭＯ



(10) JP 5279917 B2 2013.9.4

10

20

30

40

50

であるかなどを決定する。資源割り当てタイプには、分散型（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ）
資源割り当てと集中型（ｌｏｃａｌｉｚｅｄ）資源割り当てがあり、ＭＩＭＯモードには
、開ループ伝送方式と閉ループ伝送方式がある。
【００３２】
　エンコーダ１２０は、入力されたデータストリームをチャンネルコーディングして変調
する。
【００３３】
　チャンネルコーディングは、データがチャンネルを介して伝送される途中で発生するエ
ラーを受信側で訂正できるように、各システムビットに各パリティビットを追加すること
である。チャンネルコーディング方法としては、コンボリューションコーディング、ター
ボコーディング又は低密度パリティ検査（Ｌｏｗ　Ｄｅｎｓｉｔｙ　Ｐａｒｉｔｙ　Ｃｈ
ｅｃｋ、ＬＤＰＣ）コーディング方法などがあるが、これに限定されることはない。
【００３４】
　変調方式には、直交位相偏移変調（ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　ｐｈａｓｅ　ｓｈｉｆｔ　
ｋｅｙｉｎｇ、ＱＰＳＫ）又は直交振幅変調（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄ
ｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ、ＱＡＭ）などがある。
【００３５】
　資源マッピング部１３０は、変調されたシンボルを資源にマッピングする。
【００３６】
　ＭＩＭＯエンコーダ１４０は、マッピングされたデータに多重アンテナエンコーディン
グを行う。多重アンテナエンコーディングは、各データシンボルを多数の送信アンテナを
介して伝送する場合、システムの容量、スループット及びカバレッジなどを増大させるた
めにデータを予め約束された方法で処理することである。多重アンテナエンコーディング
方法としては、空間多重化（Ｓｐａｔｉａｌ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、ＳＭ）、空間
分割多重化（Ｓｐａｔｉａｌ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、ＳＤＭ）
技法、時間及び空間ブロックコーディング技法、空間及び周波数ブロックコーディング技
法などがある。
【００３７】
　プリコーダ１５０は、ＭＩＭＯエンコーディングが行われたデータにプリコーディング
行列を掛け算し、このデータを物理的送信アンテナにマッピングする。開ループ多重アン
テナシステムでは、予め定められたコードブックに含まれる複数のプリコーディング行列
を循環的に使用してデータをプリコーディングし、閉ループ多重アンテナシステムでは、
受信端が予め定められたコードブックから最適なプリコーディング行列を選択し、これを
送信端にフィードバックすると、送信端は、フィードバックされたプリコーディング行列
を使用してデータをプリコーディングする。
【００３８】
　ＯＦＤＭシンボル生成部１６０は、データをＯＦＤＭシンボルにマッピングし、ＩＦＦ
Ｔ１７０は、周波数領域のデータを時間領域のデータに変換する。そして、送信端は、時
間領域のデータを多重アンテナを介して受信端に伝送する。
【００３９】
　受信端は、送信端が伝送した信号を受信するが、受信された信号（Ｘ）は、数学式４の
ように示すことができる。
（数４）
Ｘ＝ＨＷｉｚ＋ｎ
　ここで、Ｈは、送信端と受信端との間のチャンネルを示し、ｎは、０の平均値を有する
ガウシアンノイズ（ｚｅｒｏ　ｍｅａｎ　Ｇａｕｓｓｉａｎ　ｎｏｉｓｅ）を示し、Ｗｉ

は、送信端が使用したプリコーディング行列を示す。Ｗｉは、予め定められたコードブッ
クから選択されたプリコーディング行列であるか、又はコードブックから選択されたプリ
コーディング行列から作られた行列であって、コードブックは、数学式５のように示すこ
とができる。
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（数５）
Ｗ＝［Ｗ１Ｗ２・・・ＷＮ］
　コードブックは、ランク別のプリコーディング行列を含むことができる。ランクは、多
重アンテナを介して１回に伝送されるデータストリームの数を示す。
【００４０】
　次に、多重セル環境でプリコーディング行列によってセル間干渉が発生する現象につい
て説明する。図２は、多重セル環境でのセル間干渉を示す図である。
【００４１】
　図２のセルＡ（Ｃｅｌｌ＿Ａ）で縁部に位置している第１の端末（ＵＥ１）は、サービ
スを提供する基地局（ＢＳ１）から遠く離れているので、受信信号（Ｒ１）が非常に弱い
。そして、第１の端末は、隣接セル（例えば、Ｃｅｌｌ＿Ｂ、Ｃｅｌｌ＿Ｃ、Ｃｅｌｌ＿
Ｄ）との境界部分に位置しており、隣接セルによる干渉を受けるので、非常に劣悪な受信
性能を示す。その一方、セルＣでセルの内側に位置している第２の端末（ＵＥ２）は、サ
ービスを提供する基地局（ＢＳ３）に近接した距離に位置しているので、受信信号（Ｒ２

）の強度が非常に良好であり、隣接セル（例えば、Ｃｅｌｌ＿Ａ、Ｃｅｌｌ＿Ｂ、Ｃｅｌ
ｌ＿Ｄ）による干渉の影響を受けるが、隣接セルからの信号の強さが弱いので、受信性能
にほとんど影響を及ぼさない。したがって、セルの縁部に位置した端末は、セルの内側に
位置した端末に比べると、隣接セルの干渉によって性能が低下する。
【００４２】
　このような多重セル環境で、各基地局は、互いに同一のコードブックを使用し、各セル
に位置している端末にデータを伝送する。このとき、それぞれの端末に使用される各プリ
コーディング行列は、互いに完全に独立的でないので、互いに相関性を有しているか、又
は、プリコーディング行列によるビームパターンが重畳されるので、ビームパターンが互
いに影響を及ぼすようになる。したがって、セルの縁部に位置した端末は、隣接したセル
の端末に使用されるプリコーディング行列によってセル間干渉を強く受けるようになる。
【００４３】
　したがって、本発明の実施例では、受信端が隣接したセルのプリコーディング行列によ
って干渉を受けないように、隣接したセルのプリコーディング行列の使用に制限を与える
干渉制御方法を提案する。
【００４４】
　次に、本発明の実施例に係る干渉制御方法について図３及び図４を参照して説明する。
【００４５】
　本発明の実施例に係る干渉制御方法によると、受信端は、隣接セルのプリコーディング
行列によって干渉を受けると、隣接セルの送信端が干渉を与えるプリコーディング行列を
使用しないように隣接セルの送信端又は通信中の送信端に要請する。また、受信端は、隣
接セルの送信端が干渉を与えないプリコーディング行列を使用するように要請することも
できる。すなわち、受信端は、隣接セルの送信端に使用しないように要請するプリコーデ
ィング行列のプリコーディング行列インデックス（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　
ｉｎｄｅｘ、以下、「ＰＭＩ」という。）又は使用するように要請するプリコーディング
行列のＰＭＩを隣接セルの送信端又は通信中の送信端に伝送する。そうすると、隣接セル
から使用しないように要請するプリコーディング行列のＰＭＩ又は使用するように要請す
るプリコーディング行列のＰＭＩを受信した送信端は、基本コードブックから使用制限が
要請されたプリコーディング行列を除いて、使用するように要請されたプリコーディング
行列を含ませ、新しいコードブックを作って使用する。
【００４６】
　以下、本発明の実施例に係る干渉制御方法を開ループ多重アンテナシステムに適用する
場合と閉ループ多重アンテナシステムに適用する場合についてそれぞれ説明する。
【００４７】
　まず、閉ループ多重アンテナシステムにおける本発明の実施例に係る干渉制御方法を図
３を参照して説明する。図３は、閉ループ多重アンテナシステムにおける本発明の実施例
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に係る干渉制御方法を示したフローチャートである。
【００４８】
　図３に示すように、送信端は、隣接セルから使用制限を要請するプリコーディング行列
のＰＭ情報又は使用するように要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報を受信する（
Ｓ３１０）。
【００４９】
　送信端は、使用制限を要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報又は使用するように
要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報を、隣接セルの干渉を受けた受信端から直接
受信することもでき、隣接セルの送信端から受信することもできる。
【００５０】
　送信端が、使用制限を要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報又は使用するように
要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報を、隣接セルの干渉を受けた受信端から直接
受信する場合、送信端は、フィードバックチャンネルを用いて使用制限を要請するプリコ
ーディング行列のＰＭＩ情報又は使用するように要請するプリコーディング行列のＰＭＩ
情報を受信する。このとき、フィードバックチャンネルは、共通チャンネルであるか、又
は各セルごとに割り当てられた任意のチャンネルである。フィードバックチャンネルが共
通チャンネルである場合は、フィードバックチャンネルの使用時に発生しうるデータの重
畳による情報のエラーを減少させるために、セルごとに特定コードやホッピング信号を用
いてデータを区分することができる。
【００５１】
　送信端が、使用制限を要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報又は使用するように
要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報を隣接セルの送信端から受信する場合を説明
すると、隣接セルの干渉を受けた受信端が、使用制限を要請するプリコーディング行列の
ＰＭＩ情報又は使用するように要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報を隣接セルの
送信端に伝送し、隣接セルの送信端は、バックボーン網を介して使用制限を要請するプリ
コーディング行列のＰＭＩ情報又は使用するように要請するプリコーディング行列のＰＭ
Ｉ情報を送信端に伝送する。
【００５２】
　使用制限を要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報又は使用するように要請するＰ
ＭＩ情報を受信した送信端は、受信したプリコーディング行列のＰＭＩ情報を用いて基本
コードブックから送信端が使用するプリコーディング行列を選択し、選択されたプリコー
ディング行列を含む基本コードブックサブセットを生成する（Ｓ３２０）。送信端は、基
本コードブックから使用制限が要請されたプリコーディング行列を除いて、使用するよう
に要請されたプリコーディング行列を含ませ、基本コードブックサブセットを生成する。
【００５３】
　ランク１のプリコーディング行列は、隣接セルに干渉を最も強く与えるおそれがある。
したがって、本発明の実施例では、隣接セルが使用制限又は使用するように要請するプリ
コーディング行列がランク１のプリコーディング行列である場合を例に挙げて説明するが
、これに限定されることはない。
【００５４】
　例えば、ランク１の基本コードブックが数学式６のような場合、隣接セルからＷ１、Ｗ

２、Ｗ７を使用しないように要請されると、送信端は、数学式７のような基本コードブッ
クサブセットを生成する。
（数６）
Ｗ＝［Ｗ０Ｗ１Ｗ２Ｗ３Ｗ４Ｗ５Ｗ６Ｗ７］
（数７）
Ｗ＝[Ｗ０Ｗ３Ｗ４Ｗ５Ｗ６]
　送信端は、基本コードブックサブセット指示子（ｂａｓｅ　ｃｏｄｅｂｏｏｋ　ｓｕｂ
ｓｅｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ、ＢＣ＿ＳＩ）及びコードブックコーディネーションイネ
ーブル（ｃｏｄｅｂｏｏｋ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　ｅｎａｂｌｅ、ＣＣＥ）を受信
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端に伝送する（Ｓ３３０）。基本コードブックサブセット指示子は、追加放送情報を通し
て伝送することができ、コードブックコーディネーションイネーブルは、フィードバック
アロケーションＩＥ（Ｆｅｅｄｂａｃｋ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を通して伝送することができる。このとき、単一ユーザー基本コー
ドブックタイプ（ｓｉｎｇｌｅ　ｕｓｅｒ　ｂａｓｅ　ｃｏｄｅｂｏｏｋ　ｔｙｐｅ、Ｓ
Ｕ＿ＣＴ）又はマルチユーザー基本コードブックタイプ（ｍｕｌｔｉ　ｕｓｅｒ　ｂａｓ
ｅ　ｃｏｄｅｂｏｏｋ　ｔｙｐｅ、ＭＵ＿ＣＴ）を追加放送情報を通して伝送することも
できる。すなわち、基本コードブックサブセット指示子、単一ユーザーコードブックタイ
プ及びマルチユーザー基本コードブックタイプはブロードキャストされ、コードブックコ
ーディネーションイネーブルはユニキャストされる。
【００５５】
　基本コードブックサブセット指示子は、基本コードブックサブセットがランク１のコー
ドブックのうちいずれのプリコーディング行列を含み、いずれのプリコーディング行列を
含まないかを示す。基本コードブックサブセット指示子はビットマップで表示される。例
えば、ビットマップで表示された基本コードブックサブセット指示子のｉ番目の要素が０
に表示されると、基本コードブックサブセットがランク１の基本コードブックのｉ番目の
プリコーディング行列を含まないことを意味し、ｉ番目の要素が１に表示されると、基本
コードブックサブセットがランク１の基本コードブックのｉ番目のプリコーディング行列
を含むことを意味する。すなわち、基本コードブックサブセットが数学式７のような場合
、基本コードブックサブセット指示子は「０ｂ１００１１１１０」になる。
【００５６】
　コードブックコーディネーションイネーブルは、受信端が基本コードブックからフィー
ドバックするプリコーディング行列を選択するか、それとも基本コードブックサブセット
からプリコーディング行列を選択するかを示す。例えば、「０ｂ０」は、受信端に基本コ
ードブックからフィードバックするプリコーディングを選択するように要請することを意
味し、「０ｂ１」は、受信端に基本コードブックサブセットからフィードバックするプリ
コーディングを選択するように要請することを意味する。特定受信端がビームフォーミン
グ利得を極大化し、最上の性能にする必要があるとき、送信端は、コードブックコーディ
ネーションイネーブルが「０ｂ０」であると知らせ、特定受信端に基本コードブックから
フィードバックするプリコーディングを選択するように要請することができる。
【００５７】
　例えば、アンテナが２個で、基本コードブックサブセット指示子が「０ｂ１００１１１
１０」で、閉ループシングルユーザー（ｓｉｎｇｌｅ―ｕｓｅｒ、ＳＵ）多重アンテナシ
ステムであるとき、コードブックコーディネーションイネーブルが「０ｂ１」であると、
受信端は、基本コードブックからＶ（２，１，１）、Ｖ（２，１，２）及びＶ（２，１，
７）を除いて、フィードバックするプリコーディング行列を選択する。ここで、Ｖ（Ｎｔ

，Ｍｔ，ｉ）は、アンテナがＮｔである場合、ランクＭｔのコードブックのｉ番目のプリ
コーディング行列を示す。
【００５８】
　そして、アンテナが２個で、基本コードブックサブセット指示子が「０ｂ１００１１１
１０」で、閉ループシングルユーザー多重アンテナシステムであるとき、コードブックコ
ーディネーションイネーブルが「０ｂ０」であると、受信端は、基本コードブックからフ
ィードバックするプリコーディング行列を選択する。
【００５９】
　単一ユーザー基本コードブックタイプは、閉ループ単一ユーザー（ｓｉｎｇｌｅ―ｕｓ
ｅｒ、ＳＵ）多重アンテナシステムで複数の単一ユーザー基本コードブックサブセットの
うちいずれのサブセットを使用するかを示す。例えば、「０ｂ０」は、０番目の単一ユー
ザー基本コードブックサブセットからプリコーディングを選択するように要請することを
意味し、「０ｂ１」は、１番目の単一ユーザー基本コードブックサブセットからフィード
バックするプリコーディングを選択するように要請することを意味する。
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【００６０】
　そして、マルチユーザー基本コードブックタイプは、閉ループマルチユーザー（ｍｕｌ
ｔｉ―ｕｓｅｒ、ＭＵ）多重アンテナシステムで複数のマルチユーザー基本コードブック
サブセットのうちいずれのサブセットを使用するかを示す。例えば、「０ｂ０」は、０番
目のマルチユーザー基本コードブックサブセットからプリコーディングを選択するように
要請することを意味し、「０ｂ１」は、１番目のマルチユーザー基本コードブックサブセ
ットからフィードバックするプリコーディングを選択するように要請することを意味する
。
【００６１】
　例えば、アンテナが２個で、基本コードブックサブセット指示子が「０ｂ１００１１１
１０」で、マルチユーザー基本コードブックタイプが０ｂ０で、閉ループマルチユーザー
多重アンテナシステムであるとき、コードブックコーディネーションイネーブルが「０ｂ
１」であると、受信端は、０番目のマルチユーザー基本コードブックサブセットからＶ（
２，１，１）、Ｖ（２，１，２）及びＶ（２，１，７）を除いて、フィードバックするプ
リコーディング行列を選択する。そして、アンテナが２個で、基本コードブックサブセッ
ト指示子が「０ｂ１００１１１１０」で、マルチユーザー基本コードブックタイプが０ｂ
０で、閉ループマルチユーザー多重アンテナシステムであるとき、コードブックコーディ
ネーションイネーブルが「０ｂ０」であると、０番目のマルチユーザー基本コードブック
サブセットからフィードバックするプリコーディング行列を選択する。
【００６２】
　上述したように、受信端は、基本コードブックサブセット指示子、コードブックコーデ
ィネーションイネーブル、単一ユーザー基本コードブックタイプ及びマルチユーザー基本
コードブックタイプによって決定されたコードブックから最適なプリコーディング行列を
選択し、選択されたプリコーディング行列の識別情報を送信端にフィードバックし、送信
端は、受信端からフィードバックを受信する（Ｓ３４０）。プリコーディング行列の識別
情報は、プリコーディング行列のインデックスになる。
【００６３】
　送信端は、受信端からフィードバックされたＰＭＩからプリコーダを生成し、生成され
たプリコーダで伝送するデータをプリコーディングし、このデータを受信端に伝送する（
Ｓ３５０）。
【００６４】
　次に、開ループ多重アンテナシステムにおける本発明の実施例に係る干渉制御方法を図
４を参照して説明する。図４は、開ループ多重アンテナシステムにおける本発明の実施例
に係る干渉制御方法を示したフローチャートである。
【００６５】
　図４に示すように、送信端は、隣接セルから使用制限を要請するプリコーディング行列
のＰＭＩ情報又は使用するように要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報を受信する
（Ｓ４１０）。Ｓ４１０段階は、Ｓ３１０段階と同一に行われる。
【００６６】
　使用制限を要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報又は使用するように要請するプ
リコーディング行列のＰＭＩ情報を受信した送信端は、受信したＰＭＩ情報を用いて基本
コードブックサブセットを生成したり、予め生成されている基本コードブックサブセット
から使用するサブセットを選択する（Ｓ４２０）。
【００６７】
　まず、送信端が基本コードブックサブセットを生成する場合について説明する。例えば
、ランク１の基本コードブックがＡ＝｛ｖ１，ｖ２，ｖ３…ｖｎ｝である場合、隣接セル
がｖ１を使用しないように要請すると、送信端は、基本コードブックサブセットＡ’＝｛
ｖ２，ｖ３…ｖｎ｝をコードブックとして使用する。すなわち、送信端は、伝送するデー
タをプリコーディングするとき、ランクが１である場合は、ｖ２、ｖ３…ｖｎを循環的に
使用し、ランクが２以上である場合は、ｖ２、ｖ３…ｖｎを組み合わせて形成されるプリ
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コーディング行列を循環的に使用することができる。
【００６８】
　そして、隣接セルがｖ２、ｖ３、ｖ４を使用するように要請すると、送信端は、基本コ
ードブックサブセットＡ’＝｛ｖ２，ｖ３，ｖ４｝をコードブックとして使用する。すな
わち、送信端は、伝送するデータをプリコーディングするとき、ランクが１である場合は
、ｖ２、ｖ３、ｖ４を循環的に使用し、伝送するデータをプリコーディングし、また、ラ
ンクが２以上である場合は、ｖ２、ｖ３、ｖ４を組み合わせて形成されるプリコーディン
グ行列を循環的に使用し、伝送するデータをプリコーディングすることができる。すなわ
ち、ランクが２である場合は、ｖ２ｖ３、ｖ２ｖ４、ｖ３ｖ４を循環的に使用し、伝送す
るデータをプリコーディングし、そして、ランクが３である場合は、ｖ２ｖ３ｖ４を使用
し、伝送するデータをプリコーディングする。
【００６９】
　しかし、送信端は、受信端に送信端が使用するプリコーディング行列を知らせなければ
ならないが、各ランク別に使用するプリコーディング行列を知らせると、オーバーヘッド
が増加するという問題がある。したがって、予め基本コードブックサブセットを定めてお
き、使用する基本コードブックサブセットのインデックスを受信端に伝送すると、オーバ
ーヘッドを減少させることができる。例えば、予め生成されている基本コードブックサブ
セットは、表１に示す通りである。
【００７０】
【表１】

　予め生成されている基本コードブックサブセットが表１のような場合、送信端は、隣接
セルがｖ５を使用しないように要請すると、基本コードブックサブセット１を選択し、隣
接セルがｖ１を使用しないように要請すると、基本コードブックサブセット２を選択する
ことができる。
【００７１】
　送信端は、受信したＰＭＩ情報を用いて基本コードブックサブセットを生成した場合は
、受信端に基本コードブックサブセット指示子を伝送し、予め生成されている基本コード
ブックサブセットから使用するサブセットを選択した場合は、選択したサブセットのイン
デックスを受信端に伝送する（Ｓ４３０）。
【００７２】
　開ループシステムでは、受信端が使用するプリコーディング行列をフィードバックせず
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、送信端がコードブックのプリコーディング行列を循環的に使用するが、受信端は、チャ
ンネル品質指示子（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＣＱＩ）を
計算するとき、送信端が使用するコードブックを知っていなければならない。したがって
、送信端は、受信端に送信端が使用するコードブックを知らせる。
【００７３】
　基本コードブックサブセット指示子は、送信端が伝送するデータをプリコーディングす
るとき、いずれのプリコーディング行列を使用し、いずれのプリコーディング行列を使用
しないかを示す。基本コードブックサブセット指示子はビットマップで表示される。
【００７４】
　例えば、送信端がプリコーディング時に基本コードブックのうちｉ番目のプリコーディ
ング行列を使用しない場合、ビットマップで表示された基本コードブックサブセット指示
子のｉ番目の要素を０に表示し、また、基本コードブックでｉ番目のプリコーディング行
列を使用する場合、基本コードブックサブセット指示子のｉ番目の要素を１に表示するこ
とができる。すなわち、基本コードブックがＡ＝｛ｖ１，ｖ２，ｖ３，ｖ４｝で、送信端
が使用する基本コードブックサブセットがＡ’＝｛ｖ１，ｖ２，ｖ３｝であると、基本コ
ードブックサブセット指示子は「０ｂ１１１０」になる。
【００７５】
　予め生成されている基本コードブックサブセットから使用するサブセットを選択した場
合は、選択したサブセットのインデックスを受信端に伝送する。例えば、送信端が表１の
基本コードブックサブセット１を選択し、伝送するデータをプリコーディングするとき、
基本コードブックサブセット１のコードブックを循環的に使用すると、送信端は、使用す
る基本コードブックサブセットのインデックスである「１」を受信端に伝送する。
【００７６】
　上述したように、送信端は、受信した使用制限を要請するプリコーディング行列のＰＭ
Ｉ情報又は使用するように要請するプリコーディング行列のＰＭＩ情報を用いて生成又は
選択された基本コードブックサブセットを循環的に使用し、伝送するデータをプリコーデ
ィングして受信端に伝送する（Ｓ４４０）。
【００７７】
　本発明に係る実施例は、多様な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア、ソフト
ウェア又はそれらの結合などによって具現される。ハードウェアによる具現の場合、本発
明の一実施例に係る多重アンテナを有する無線通信システムにおける干渉制御方法は、一
つ又はそれ以上のＡＳＩＣｓ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇ
ｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃ
ｅｓｓｏｒｓ）、ＤＳＰＤｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＰＬＤｓ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ
）、ＦＰＧＡｓ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）、
プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサなどによって具
現される。
【００７８】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の一実施例に係る多重アンテ
ナを有する無線通信システムにおける干渉制御方法は、以上説明した機能又は動作を行う
モジュール、手順又は関数などの形態で具現される。ソフトウェアコードは、メモリユニ
ットに格納されてプロセッサによって駆動される。前記メモリユニットは、前記プロセッ
サの内部又は外部に位置し、既に公知となった多様な手段によって前記プロセッサとデー
タを取り交わすことができる。
【００７９】
　本発明がその技術的精神及び必須的特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態で具体化さ
れ得ることは、当業者にとって自明である。したがって、上述した詳細な説明は、全ての
面で制限的に解釈してはならず、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の
範囲は、添付された請求項の合理的な解釈によって決定しなければならなく、本発明の等
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価的範囲内での全ての変更は本発明の範囲に含まれる。
【００８０】
　特許請求の範囲で明示的な引用関係のない各請求項を結合して実施例を構成したり、出
願後の補正によって新しい請求項を含ませることが可能であることは自明である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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